
 

 

 

北海道競馬推進プランについて 
 
 

１ 第３期北海道競馬推進プランについて 

 ○ 令和３年３月に策定した「第３期北海道競馬推進プラン」（以下、「第３期プラン」という）

は、令和７年度が５か年の計画期間の最終年度。 

 ○ 第３期プランで掲げた「騎手・きゅう務員など競馬の基盤となる関係者の確保」や「老朽化

した基幹施設の配置見直し及び整備更新」など５つの経営方針に基づき、各般の施策を推進。 
   

□第３期プランにおける対応方向 

目指す姿              経営方針 

 

 

 

 

 
 

（参考）ホッカイドウ競馬における計画策定状況 

名 称 北海道競馬 

改革ビジョン 

第１期北海道競馬 

推進プラン 

第２期北海道競馬 

推進プラン 

第３期北海道競馬 

推進プラン 

期 間 Ｈ20～22年度 Ｈ23～27年度 Ｈ28～Ｒ２年度 Ｒ３～７年度 

主 な 

方向性 

･赤字体質から脱却 

･改革のための体制

転換 

･収支構造の安定 

･産地競馬機能の更な

る強化 

･競馬事業の持続的な

発展と馬産地の活性化 

･発売の拡大 

･「道営競馬の開催」と「他

主催者競馬発売」を車の両

輪として競馬事業を安定 

主 な 

取 組 

･開催場１場化 

･競馬事務所廃止、

公社委託  等 

･ＪＲＡとの相互発売 

･屋内調教用坂路整備             

         等 

･ＪＢＣ競走の実施 

･札幌駅前場外再開 

･映像のデジタル化 等 

･騎手等ヒトの確保 

･老朽化施設の再編整備 

          等 

 

 

 

２ 第３期プランの取扱いについて 

   次回の北海道競馬運営委員会（令和７年７月頃予定）において、令和６年度までの４年間の 

取組状況の検証を行い、次期プランの方向性をお示ししますので、ご審議いただきたい。 

これからも競馬ファンに 

愛されるホッカイドウ競馬 
「道営競馬の開催」と「他主催者競馬

の発売」を車の両輪として推進し、

道民とともに競馬事業の安定と馬

産地の持続的発展を目指す 

・馬産地競馬を通じ、強い馬づくりと全国への競走馬の供給 

・ホッカイドウ競馬の認知度向上と発売拡大 

・場外発売所での他主催者競馬の発売による収益確保 

・騎手・きゅう務員など競馬の根幹となる関係者の確保 

・老朽化した基幹施設の配置見直し及び整備更新 

令和６年度 第２回北海道地方競馬運営委員会資料 資料５ 


